
  

別記様式 

会 議 録 

会議の名称 令和６年度 戸田市特別職報酬等審議会委員任命式及び第１回会議 

開 催 日 時 令和６年７月５日（金）１９時００分 ～ ２０時３０分 

開 催 場 所 戸田市役所７階第５委員会室 

出席者氏名 

（委員） 

渡辺一実、田中治夫、今村仁美、長沢英俊、磯部恒子、宇賀神勇太、 

鳥山勉、早船直彦、篠田正浩、奥住美千子 

欠席者氏名 

（委員） 
なし 

説明のため

出席した者 
なし 

事 務 局 総務部長、人事課長、他人事課職員３名 

議 題 戸田市議会議員の報酬額等について 

会 議 結 果 

 

 

 

・戸田市議会議員の報酬額を引き上げる方向性となったこと 

・ただし、議員活動とその成果等について、次回会議で確認すること 

・引き上げ幅については、次回会議資料に基づき、審議すること 

 

会議の経過 別紙のとおり 

会 議 資 料 

 

 

 

・令和６年度戸田市特別職報酬等審議会【第１回資料】 

・諮問書及び戸田市議会議長からの要望書 

議事録確定 令和６年７月１２日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

（会議の経過） 

発 言 者 議題・発言内容・決定事項等 
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（開会） 

 

 それでは、はじめに、任命式を行います。市長から、皆様に「委嘱状」

を交付させていただきます。名簿順にお名前をお呼びしますので、市長

の前までお進みください。 

 

（市長から委員に委嘱状を交付） 

 

続いて、市長よりご挨拶申し上げます。 

 

（市長挨拶） 

 

ありがとうございました。 

本日の出席者数でございますが、委員１０名中１０名の出席をいただ

いております。戸田市特別職報酬等審議会条例第５条第２項の規定によ

りまして、委員の過半数の出席を満たしておりますので、本審議会が成

立していることをご報告させていただきます。 

本日は第１回目でございますので、委員の皆様からご挨拶を頂戴でき

ればと存じます。選出団体、お名前と一言ご挨拶をいただけますでしょ

うか。 

 

（委員自己紹介） 

 

つづきまして、会長互選、会長職務代理指名、に移ります。 

本審議会の会長は、委員の互選により定めることとなっており、会長

職務代理は会長が指定することとなっております。 

 それでは、本審議会の会長の互選について、どなたかご推薦いただけ

る方は挙手をお願いしたいと思います。いかがでしょうか。 
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（委員からの推薦に基づき会長決定） 

 

ここで、会長から、就任のご挨拶を賜りたいと思います。 

 

（会長挨拶） 

 

それでは、会長が決まりましたので、戸田市特別職報酬等審議会条例

第４条第３項の規定に基づき、会長から会長職務代理者を指名していた

だきたいと思います。 

 

（職務代理者指名） 

 

会長と職務代理が決まりましたので、ここで市長から審議会に「諮問

書」を提出していただきます。会長は市長の前へお願いします。 

 

（市長、諮問書を読み上げ会長に手渡し） 

 

それでは、ここから議事に移らせていただきます。 

なお、市長につきましては、公務の都合上、ここで退室させていただ

きます。 

 

（市長退室） 

 

 ここで、事務局職員を紹介させていただきます。 

 

（事務局紹介） 

 

ここからの、議事進行につきましては、会長よろしくお願いします。 

 

それでは、これから審議を始めたいと思います。 

はじめに、事務局から説明をお願いします。 

 

（資料説明） 
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ただいま事務局から、資料の説明がありました。最終的には、この審

議会として答申を出すこととなります。 

先ず、事務局に確認をしたいと思いますが、この審議会は全部で何回

を予定していますか。 

 

本日を含めて、全２回を予定しております。 

 

続けての確認となりますが、本日の審議会で、答申の方向性について

まとめ、第２回に答申内容を確定するといった方向性でよいでしょう

か。 

 

ご認識のとおりです。 

 なお、市長への答申については、第２回会議とは別の日程で会長と会

長職務代理者にご出席いただき、市長へお渡しいただきたいと考えてお

ります。 

 

 それでは、先ほどの事務局の説明に対し、何かご質問やご意見はござ

いますか。 

 

 今回の審議会は、議員報酬の改定が議題ですが、議長、副議長、常任

委員長を含めた全ての報酬を審議するのか、それとも議員報酬のみを対

象に審議するのかどちらでしょうか。 

また、市長等の報酬も含めて議論すべきでしょうか。 

 

今回の審議会では、議員報酬についての諮問となっており、それ以外

の特別職等は審議の対象としておりません。 

議長、副議長、常任委員長については、ベースとして議員報酬があり、

役職に応じての加算がされています。結果として、議員報酬に改定があ

った場合は、改定額に応じて加減算されるという考えです。 

事務局としては、基本的に議員報酬のみが審議対象との認識です。 

 

政務活動費についても審議はしないで良いでしょうか。 
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政務活動費については、必要経費に充てられている費用であるため、

議員報酬とは別と考えています。今回、説明したのは、議員報酬以外に

支給されている費用があることを紹介するためです。 

 

 議案が議会で修正や否決されることは、珍しいケースと聞いたことが

あります。中には、議案が修正、否決されるケースがほとんどないこと

で、議員の役目に疑問を感じる方がいらっしゃるかもしれません。 

そうではなく、市議会議員というのは、身近な存在であり、住民の意

見を集約して議会に議案を上程する役目を担っていると思います。 

 資料を見ると、議員定数については、他団体の平均と比較すると戸田

市の方が多い状況にあります。以上の点を踏まえて、今回の審議の中に、

議員定数を含めて審議するというのはどうでしょうか。事務局として考

えがありますか。 

 

 事務局としましては、様々なご意見があるかと思いますが、報酬審議

会での議論はあくまで報酬にあり、議員定数については審議事項ではな

いものと考えます。 

 しかしながら、議員定数に関していただいたご意見を、答申の中に、

こういった議論もあったとして記載することは可能です。本日含めて、

２回の会議の中で、答申の内容も検討いただくこととなりますので、ご

議論いただければと思います。 

 

 他に何かご質問やご意見はございますか。 

 

 他団体との比較で、数値だけを見れば議員報酬を上げることに賛成で

す。 

財政力に関しても高い数値ですが、なぜ戸田市の財政力が高いのか、

それが議員の活動が素晴らしいからなのか、その他に理由があるのかが

分かるように、例えば、議員の活動実績が分かる資料があれば、より報

酬を引き上げることに説得力が増すと思います。 

 今回の資料からすると、他団体と比較した数値や消費者物価指数が高

騰している時代背景を基に報酬を引き上げるとの結論付けができると
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思いますが、これだけの活動を議員がしているということが分かれば、

報酬を引き上げた場合に、市民としても納得できると思います。 

そういった資料があれば、提供いただきたいです。 

 

本日の資料では、議会の開会状況や委員会の開催日数により、議員の

活動状況をお示ししています。 

 

 資料に議員報酬の条例の記載があり、どれだけの議員がどれだけの活

動をしていて、それを更に向上させるには、適切な議員報酬を定めるこ

ととするとも解釈できます。 

 例えば、因果関係やエビデンスを示す物でなく、参考資料という形で

も良いので提供いただきたいです。 

 民間企業であれば、給料を上げる時には、社員がどれだけ努力してい

て、どんな業績をあげているかが分かる資料を参考に議論しています。 

 直接的な因果関係を示す資料の作成は難しいと思いますが、参考資料

としてでも作成いただければ、皆さんの判断基準の一つにもなるのかな

とも思います。 

 

 他に何かご質問やご意見はございますか。 

  

 他団体と比較して、議員活動は多いなと感じました。同時に活動内容

も大事だなと思いました。なので、活動内容が分かる資料があれば、様々

な事業を行っていて、改善しているということをより実感できると思い

ます。そういったことが分かれば、資料に載せてほしいです。 

  

 議員の活動というところを行動指標としてお示ししています。その先

の活動が、市民の方々の生活にどのように繋がっているかが分かる資料

の作成を検討させていただきます。 

 

 議員個人の活動を示すのが難しいのであれば、議会が市の発展にどう

影響しているのかを示していただくことも、一つの手段だと思います。 

 

 議会の活動ということですので、例えば、議案がどれだけ採択されて
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実行されているかなどといった資料について、先ほどの実績といったこ

とも含めて検討させていただきます。 

 

議員定数が２６名となっている理由はありますか。定数がどのように

増減されてきたかなどが、この資料からは分かりませんでした。 

 

議員定数の改定状況ですが、平成１７年に１名減、平成２１年に１名

減となり現在の２６名となっています。一般的には、人口規模や市域の

広さなどと、ある程度議員定数が比例していると思いますが、戸田市が

２６名とした具体的な理由までは把握しておりません。 

 

議員定数については、審議の対象ではないとのことですが、議員一人

あたりの年額が約 780 万円ということを、委員の皆さんも参考にされて

いるのではと考えます。 

議員が行った市に対する要望等で、改善したことが分かる資料を作成

いただきたいです。３０年以上改定されていない現在の議員報酬が適正

であったのかが分かりませんが、物価も高騰している中で、普通であれ

ば引き上げるという考えになるかと思います。もし、引き上げるとなっ

た場合、皆さんが納得できる資料も必要ではないでしょうか。 

 

議員の活動が市にどれだけ寄与しているかが、委員の皆様のご意見か

ら議員報酬の議論をするうえでポイントになると感じておりますので、

本日いただいたご意見を踏まえ資料の作成を検討したいと思います。 

 

 ２点ほど質問がございます。 

１点目は、今回、諮問いただいているのが、議員報酬ということです

が期末手当については見直しがされるのでしょうか。 

２点目ですが、戸田市職員の給与改定状況について、令和６年度の給

与改定はどのような状況でしょうか。 

 

１点目についてですが、期末手当の計算式が議員報酬の何か月分と決

まっているので、議員報酬が改定されればそれに伴って期末手当も改定

されます。 
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２点目についてですが、毎年、人事院勧告が８月頃に示されており、

勧告を基に職員の給与改定を検討しています。改定となった場合、当年

度の４月１日に遡って改定をすることとなっております。よって、令和

６年度の改定は、本日時点で行われていない状況です。 

 

議員の中で、職業が議員だけの方と、違う職業も持ちながら議員活動

をしている方がどれだけの割合でいらっしゃるのか。割合を踏まえて検

討しなければならないのかなと思います。 

また、行政視察の回数や特別委員会の会期中、閉会中の日数が、他団

体と比較して戸田市が多いですが、こういった内容だからこのぐらいの

日数を要するという中身が分かりません。 

物価が上がっている中で、通常であれば議員報酬の引き上げを検討す

ることになろうかと思いますが、こういった活動をしているから費用が

掛かるというのが分かる資料があれば用意していただきたいです。 

 

１点目の議員の職業については、どういった所得があるかなど把握し

ておりません。 

２点目についてですが、常任委員会では年間テーマを定めていて、閉

会中も月１回程度活動していることが、他団体と比較して活動が多い主

な理由と思われます。 

 

特別委員会ですが、参加が義務なのか任意となるのかどちらでしょう

か。 

 

特別委員会は、全議員がどこかの委員会に所属しています。 

 

仮に、特別委員会が全員参加でないのであれば、参加している議員に

手当などを検討する余地があると思いました。 

 

 各委員会の所属状況について、次回、お示ししたいと思います。 

 

 普段から、物価高騰を肌で感じています。物価が上がっている中で、

給料は上がっていません。議員の方の報酬が高いかどうかは、皆さんそ
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れぞれ判断されると思いますが、３０年上がっていないという反面、３

０年前が高かったのかなということもあるかもしれませんが、私として

は議員の方の活動を見ていると報酬を上げても良いと考えます。 

 また、東京と埼玉の賃金を比較すると東京の方が高く、その差を埋め

る必要もあると思います。 

 

 物価については、本日の資料で示しているデータを、全般的に参考に

していただければと思います。 

 また、必要な資料のご意見をいただきましたので、第２回会議でお示

しいたします。 

 

 他に何かご質問やご意見はございますか。 

 

（委員からの質問・意見なし） 

 

それでは、本日の審議の経過として、委員の皆様からは議員報酬を上

げても良いのではという意見が多かったように思います。第２回会議及

び答申に向けた審議の方向性として、議員報酬を上げても良いという方

は挙手をお願いします。 

 

（全員挙手） 

 

 ありがとうございます。それでは全会一致で、報酬額を上げる方向性

とし、第２回会議では、議員報酬の引き上げの具体的な数字と議員定数

に関する答申への記載について審議したいと思います。 

 

 第２回会議では、報酬額を何パーセント引き上げるのか、という議論

をするのでしょうか。 

 

 

 改定案をいくつか事務局に示してもらい、それに基づいて本審議会で

審議するといった形が良いのではないでしょうか。 
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 委員からご要望いただきましたので、第２回会議で改定案をお示しし

たいと思います。 

 

 最後に何かご質問やご意見はございますか。 

 

（委員からの質問・意見なし） 

 

 無いようですので、進行を事務局へお返しします。 

 

会長ありがとうございました。また、委員の皆様におかれましても、

大変お疲れ様でございました。 

 次第の７「今後のスケジュール」について、次回の会議でございま

すが、７月２５日木曜日午後７時からの開催とさせていただきたいと

思います。会場は本日と同じこの場所で予定しております。 

 次回の会議では、答申内容を決定いただく予定ですのでよろしくお

願いいたします。 

以上をもちまして、令和６年度第１回戸田市特別職報酬等審議会を終

了させていただきます。ありがとうございました。 

お気をつけてお帰りください。 

 

（閉会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


